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10年ぶりに発達障害者支援法が改正されました

も く じ ／通巻143号

　自閉症やアスペルガー症候群の人を支える発達障害者支援法が10年ぶりに改正されました。一
人一人の特性に応じ、学校側で個別計画を作成したり、事業主に雇用の確保を求めたりするなど、
教育、就労の支援充実が柱となっています。
　発達障害は見た目には分かりにくいですが、他人とのコミュニケーションが苦手といった特性が
あります。周囲の理解が不十分なために日常生活で困ることが多く「社会的障壁」を取り除く必要が
あるとされました。
　教育面では、発達障害がある子どもが他の子どもと一緒に教育を受けられるように配慮。学校側
が目標や取り組みを定めた個別の計画を作成し、いじめ防止対策や、福祉機関との連携も進めると
されました。
　就労面では、国や都道府県が働く機会の確保に加え、職場への定着を支援するよう規定。事業主
に対し、働く人の能力を適切に評価し、特性に応じた雇用管理をするよう求めています。

改正発達障害者支援法のポイント

・発達障害者の支援は「社会的障壁」を取り除くために行う
・教育現場で個別指導計画の作成やいじめ防止を推進し、福祉機関と情報を共有する
・�国、都道府県は就労機会の確保に加え、定着を支援。事業主は特性に応じた雇用管
理に努める
・司法手続きで意思疎通の手段を確保する
・都道府県や政令指定都市に関係機関による協議会を設置する
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１頁 

  

タイトル：10年ぶりに発達障害者支援法が改正されました 

本文： 自閉症やアスペルガー症候群の人を支える発達障害者支援法が１０年ぶりに改
正されました。一人一人の特性に応じ、学校側で個別計画を作成したり、事業ぬしに雇
用の確保を求めたりするなど、教育、就労の支援充実が柱となっています。 
 発達障害は見た目には分かりにくいですが、他人とのコミュニケーションが苦手とい
った特性があります。周囲の理解が不十分なために日常生活で困ることが多く「社会的
障壁」を取り除く必要があるとされました。 
 教育面では、発達障害がある子供が他の子供と一緒に教育を受けられるように配慮。
学校側が目標や取り組みを定めた個別の計画を作成し、いじめ防止対策や、福祉機関と
の連携も進めるとされました。 
 就労面では、国や都道府県が働く機会の確保に加え、職場への定着を支援するよう規
定。事業ぬしに対し、働く人の能力を適切に評価し、特性に応じた雇用管理をするよう
求めています。 
 

改正発達障害者支援法のポイント 
・発達障害者の支援は「社会的障壁」を取り除くために行う 
・教育現場で個別指導計画の作成やいじめ防止を推進し、福祉機関と情報を共有する 
・国、都道府県は就労機会の確保に加え、定着を支援。事業主は特性に応じた雇用管理に
努める 

・司法手続きで意思疎通の手段を確保する 
・都道府県や政令指定都市に関係機関による協議会を設置する 
 

１頁おわり。２頁につづく 



発
達
障
害
を
理
解
し
よ
う

◆
発
達
障
害
者
支
援
法
と
は

　

平
成
17
年
４
月
か
ら
発
達
障
害
者

支
援
法
に
基
づ
い
た
取
組
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　

発
達
障
害
者
支
援
法
で
は
、
こ
れ
ま

で
制
度
の
谷
間
に
お
か
れ
て
い
て
、
必

要
な
支
援
が
届
き
に
く
い
状
態
と
な
っ

て
い
た
「
発
達
障
害
」
を
「
自
閉
症
、
ア

ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
そ
の
他
の
広
汎
性

発
達
障
害
、
学
習
障
害
、
注
意
欠
陥
多

動
性
障
害
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
脳
機

能
障
害
で
あ
っ
て
そ
の
症
状
が
通
常
低

年
齢
に
お
い
て
発
現
す
る
も
の
」
と
定

義
し
、
支
援
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、「
発
達
障
害
」
の
あ
る

人
が
、生
ま
れ
て
か
ら
年
を
と
る
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ（
年
齢
）

に
あ
っ
た
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る

体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
障

害
が
広
く
国
民
全
体
に
理
解
さ
れ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

　

平
成
28
年
５
月
25
日
参
議
院
本
会

議
に
お
い
て
、
発
達
障
害
者
支
援
法
の

改
正
法
案
が
可
決
成
立
し
、
６
月
３
日

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
同
法
の

ポ
イ
ン
ト
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

①
『
発
達
障
害
者
の
定
義
』
の
改
正

　

発
達
障
害
者
の
定
義
を
、「
発
達
障

害
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
発
達
障
害
及
び

社
会
的
障
壁
に
よ
り
日
常
生
活
又
は

社
会
生
活
に
制
限
を
受
け
る
も
の
」
に

改
正
。

※
社
会
的
障
壁
と
は
、
発
達
障
害
が
あ

る
者
に
と
っ
て
、
日
常
生
活
・
社
会
生

活
を
営
む
上
で
障
壁
と
な
る
よ
う
な
社

会
に
お
け
る
事
物
、
制
度
、
慣
行
、
観

念
そ
の
他
一
切
の
も
の

②
『
基
本
理
念
』
の
新
設

　

発
達
障
害
者
の
支
援
は
、
①
社
会
参

加
の
機
会
の
確
保
、
地
域
社
会
に
お
い

て
他
の
人
と
共
生
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら

れ
な
い
、
②
社
会
的
障
壁
の
除
去
に
資

す
る
、③
個
々
の
発
達
障
害
者
の
性
別
、

年
齢
、
障
害
の
状
態
及
び
、
生
活
の
実

態
に
応
じ
て
、
関
係
機
関
等
の
緊
密
な

連
携
の
下
に
、
意
思
決
定
の
支
援
に
配

慮
し
つ
つ
、
切
れ
目
な
く
行
う
の
３
つ

を
柱
と
す
る
基
本
理
念
を
新
設
。

③�『
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
』

の
追
加

　

発
達
障
害
者
や
家
族
等
か
ら
の
相

談
に
総
合
的
に
対
応
す
る
た
め
に
、
医

療
、
保
健
、
福
祉
、
教
育
、
労
働
等
に
関

す
る
業
務
を
行
う
関
係
機
関
等
が
連

携
し
た
相
談
体
制
の
整
備
を
行
う
旨

の
規
定
が
追
加
。
さ
ら
に
、
発
達
障
害

者
の
支
援
の
た
め
、
関
係
機
関
等
の
情

報
共
有
を
促
進
す
る
こ
と
の
規
定
を

新
設
。

④
『
教
育
』
に
関
す
る
改
正

　

発
達
障
害
児
の
年
齢
や
能
力
、
特
性

を
踏
ま
え
て
、
発
達
障
害
児
で
な
い
児

童
と
と
も
に
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
配
慮
し
つ
つ
適
切
な
教
育
的
支
援
を

行
う
こ
と
、
及
び
、
個
別
の
教
育
支
援

計
画
の
作
成
や
個
別
の
指
導
に
関
す

る
計
画
の
作
成
の
推
進
が
法
律
上
に
明

記
。

⑤
『
就
労
の
支
援
』
に
関
す
る
改
正

　

発
達
障
害
者
の
就
労
支
援
の
主
体

に
、
こ
れ
ま
で
の
都
道
府
県
に
加
え
て

国
を
規
定
。
ま
た
、
事
業
主
に
対
し
て
、

雇
用
の
機
会
の
確
保
や

適
正
な
雇
用
管
理
を

行
う
こ
と
を
努
力
義

務
と
す
る
規
定
を
新

設
。

⑥�『
司
法
手
続
き
に
お
け
る
配
慮
』
の

新
設

　

発
達
障
害
者
が
刑
事
事
件
の
当
事

者
等
と
な
っ
た
場
合
に
、
特
性
に
応
じ

た
意
思
疎
通
の
手
段
を
確
保
す
る
旨

の
規
定
を
新
設
。

⑦�『
発
達
障
害
者
へ
の
家
族
等
へ
の
支

援
』

　

都
道
府
県
や
市
町
村
は
、
発
達
障
害

者
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
が
適
切
な

対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

相
談
や
情
報
提
供
、
家
族
が
互
い
に
支

え
合
う
た
め
の
活
動
の
支
援
等
を
行

う
よ
う
努
め
る
こ
と
を
明
記
。

⑧�『
発
達
障
害
者
支
援
地
域
協
議
会
』

の
新
設

　

都
道
府
県
が
、
発
達
障
害
者
の
支
援

体
制
整
備
の
た
め
、
発
達
障
害
者
や
そ

の
家
族
、
関
係
機
関
・
団
体
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
発
達
障
害
者
支
援
地
域
協

議
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定

を
新
設
。
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③『国及び地方公共団体の責務』の追加 
 発達障害者や家族等からの相談に総合的にたいおうするために、医療、保健、福祉、
教育、労働等に関する業務を行う関係機関等が連携した相談体制の整備を行う旨の規定
が追加。さらに、発達障害者の支援のため、関係機関等の情報共有を促進することの規
定を新設。 
 
④『教育』に関する改正 
 発達障害児の年齢や能力、特性を踏まえて、発達障害児でない児童とともに教育を受
けられるよう配慮しつつ適切な教育的支援を行うこと、及び、個別の教育支援計画の作
成や個別の指導に関する計画の作成の推進が法律上に明記。 
⑤『就労の支援』に関する改正 
 発達障害者の就労支援の主体に、これまでの都道府県に加えて国を規定。また、事業
ぬしに対して、雇用の機会の確保や適正な雇用管理を行うことを努力義務とする規定を
新設。 
 
⑥『司法手続きにおける配慮』の新設 
 発達障害者が刑事事件の当事者等となった場合に、特性に応じた意思疎通の手段を確
保する旨の規定を新設。 
 
⑦『発達障害者への家族等への支援』 
 都道府県や市町村は、発達障害者の家族その他の関係者が適切なたいおうをすること
ができるように、相談や情報提供、家族が互いに支え合うための活動の支援等を行うよ
う努めることを明記。 
 
⑧『発達障害者支援地域協議会』の新設 
 都道府県が、発達障害者の支援体制整備のため、発達障害者やその家族、関係機関・
団体により構成される発達障害者支援地域協議会を置くことができる旨の規定を新設。 
 
２頁終わり。３頁につづく。 
 
 
 
 
 
 
 
 

２頁  
 タイトル：発達障害を理解しよう 
 本文：発達障害者支援法とは 

平成１７年４月から発達障害者支援法に基づいた取組がスタートしています。 
発達障害者支援法では、これまで制度の谷間におかれていて、必要な支援が届きにく

い状態となっていた「発達障害」を「自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達
障害、学習障害、注意欠陥多動性障害その他これに類する脳機能障害であってその症状
が通常低年齢において発現するもの」と定義し、支援の対象となりました。 

この法律は、「発達障害」のある人が、生まれてから年をとるまで、それぞれのライ
フステージ（年齢）にあった適切な支援を受けられる体制を整備するとともに、この障
害が広く国民全体に理解されることを目指しています。 
 
◆法改正のポイント 
 
 平成２８年５月２５日参議院本会議において、発達障害者支援法の改正法案が可決成
立し、６月３日に公布されました。 
 １０年ぶりに改正された同法のポイントを抜粋して紹介します。 
 
①『発達障害者の定義』の改正 
 発達障害者の定義を、「発達障害がある者であって発達障害及び社会的障壁により日
常生活又は社会生活に制限を受けるもの」に改正。 
※社会的障壁とは、発達障害がある者にとって、日常生活・社会生活を営む上で障壁と
なるような社会における事物、制度、慣行、観念その他一切のもの 
 
②『基本理念』の新設 

発達障害者の支援は、①社会参加の機会の確保、地域社会において他の人と共生する
ことを妨げられない、②社会的障壁の除去に資する、③個々の発達障害者の性別、年齢、
障害の状態及び、生活の実態に応じて、関係機関等の緊密な連携のもとに、意思決定の
支援に配慮しつつ、切れ目なく行うの３つを柱とする基本理念を新設。 
 
次のＳＰコードへ続く 
 
 
 
 
 
 



◆
発
達
障
害
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

自
閉
症　

Ａ
ち
ゃ
ん
の
例

　

急
に
予
定
が
変
わ
っ
た
り
、
初
め
て

の
場
所
に
行
っ
た
り
す
る
と
不
安
に
な

り
動
け
な
く
な
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
、
周
り
の
人
が
促
す
と

余
計
に
不
安
が
高
ま
っ
て
突
然
大
き
な

声
を
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
周
り
の
人
か
ら
、「
ど
う
し
て
そ
ん

な
に
不
安
に
な
る
の
か
分
か
ら
な
い
の

で
、
何
を
し
て
あ
げ
た
ら
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

で
も
、
よ
く
知
っ
て
い
る
場
所
で
は

一
生
懸
命
、
活
動
に
取
組
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群 

Ｂ
く
ん
の
例

　

他
の
人
と
話
し
て
い
る
時
に
自
分
の

こ
と
ば
か
り
話
し
て
し
ま
っ
て
、
相
手

の
人
に
は
っ
き
り
と
「
も
う
終
わ
り
に

し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
な
い
と
、

止
ま
ら
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

周
り
の
人
か
ら
、「
相
手

の
気
持
ち
が
分
か
ら
な

い
、
自
分
勝
手
で
わ
が

ま
ま
な
子
」
と
言
わ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

で
も
、
大
好
き
な
電
車
の
こ
と
に
な

る
と
、
専
門
家
顔
負
け
の
知
識
を
も
っ

て
い
て
、
お
友
達
に
感
心
さ
れ
ま
す
。

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害 

Ｃ
さ
ん
の
例

　

大
事
な
仕
事
の
予
定
を
忘
れ
た
り
、

大
切
な
書
類
を
置
き
忘
れ
た
り
す
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
周
り
の
人
に
は

「
何
回
言
っ
て
も
忘
れ
て
し
ま
う
人
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
同
僚
や
上
司
と
対
応
策

を
工
夫
し
、
自
分
で
忘
れ
な
い
よ
う
に

張
り
紙
を
し
た
り
、
周
囲
の
人
に
声
を

か
け
て
も
ら
う
よ
う
に
し
、
少
し
ず
つ

忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
減
っ
て
き
て
い

ま
す
。
も
と
も
と
穏
や
か
な
性
格
で
、

会
社
の
中
で
は
癒
し
系
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

学
習
障
害　

Ｄ
さ
ん
の
例

　

会
議
で
大
事
な
こ
と
を
忘
れ
ま
い
と

メ
モ
を
取
り
ま
す
が
、
本
当
は
書
く
こ

と
が
苦
手
な
の
で
、
書
く
こ
と
に
必
死

に
な
り
す
ぎ
て
、
会
議
の
内
容
が
分
か

ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

後
で
会
議
の
内
容
を
周
り
の
人
に
聞

く
の
で
、
周
り
の
人
か
ら
、「
も
っ
と
要

領
よ
く
、
メ
モ
を
取
れ
ば
い
い
の
に
」

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

で
も
、
苦
手
な
こ
と
を
少
し
で
も
楽

に
で
き
る
よ
う
に
、
ボ
イ
ス
レ
コ
ー

ダ
ー
を
使
い
こ
な
し
た
り
と
、
他
の
方

法
を
取
り
入
れ
る
工
夫
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

こ
こ
に
示
し
た
の
は
あ
く
ま
で
一
例

で
あ
っ
て
、
ど
ん
な
能
力
に
障
害
が
あ

る
か
、
ど
の
程
度
な
の
か
は
人
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
子
ど
も
に
も
大
人

に
も
こ
れ
ら
の
特
徴
を
も
つ
人
が
い
ま

す
。

　

発
達
障
害
は
障
害
の
困
難
さ
も
目
立

ち
ま
す
が
、
本
人
の
中
に
得
意
な
部
分

と
苦
手
な
部
分
が
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
、
周
り
か
ら
見
て
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
様
子
が
理
解
さ
れ
に
く
い
障
害
で

す
。
本
人
も
困
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
周
囲
の
人
か
ら
す
る
と
特

徴
が
分
か
り
に
く
く
、
誤
解
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
も
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま

す
。

　

近
年
調
査
で
は
、
発
達
障
害
の
特
徴

を
持
つ
人
は
、
稀
な
存
在
で
は
な
く
、

身
近
に
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。

　

発
達
障
害
の
原
因
は
ま
だ
よ
く
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
で
は
脳
機

能
の
障
害
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
小
さ

い
頃
か
ら
そ
の
症
状
が
現
れ
て
い
ま

す
。

　

早
い
時
期
か
ら
周
囲
の
理
解
が
得
ら

れ
、
そ
の
人
な
り
の
社
会
適
応
を
目
指

し
た
支
援
や
環
境
の
調
整
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
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３頁 
 
◆発達障害ってなんだろう？ 
自閉症 Ａちゃんの例 
 急に予定が変わったり、初めての場所に行ったりすると不安になり動けなくなること
がよくあります。そんな時、周りの人が促すと余計に不安が高まって突然大きな声を出
してしまうことがあります。周りの人から、「どうしてそんなに不安になるのか分から
ないので、何をしてあげたらよいかわからない」と言われてしまいます。 
 でも、よく知っている場所では一生懸命、活動に取組むことができます。 
アスペルガー症候群 Ｂくんの例 
 他の人と話している時に自分のことばかり話してしまって、相手の人にはっきりと
「もう終わりにしてください」と言われないと、止まらないことがよくあります。周り
の人から、「相手の気持ちが分からない、自分勝手でわがままな子」と言われてしまい
ます。 
 でも、大好きな電車のことになると、専門家顔負けの知識をもっていて、お友達に感
心されます。 
注意欠陥多動性障害 Ｃさんの例 
 大事な仕事の予定を忘れたり、大切な書類を置き忘れたりすることがよくあります。
周りの人には「何回言っても忘れてしまう人」と言われることもありました。 
 そのため、同僚や上司とたいおう策を工夫し、自分で忘れないように張り紙をしたり、
周囲の人に声をかけてもらうようにし、少しずつ忘れてしまうことが減ってきています。
もともと穏やかな性格で、会社の中では癒し系と言われています。 
 
次のＳＰコードへ続く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習障害 Ｄさんの例 
 会議で大事なことを忘れまいとメモを取りますが、本当は書くことが苦手なので、書
くことに必死になりすぎて、会議の内容が分からなくなることがあります。 
 後で会議の内容を周りの人に聞くので、周りの人から、「もっと要領よく、メモを取
ればいいのに」と言われてしまいます。 
 でも、苦手なことを少しでも楽にできるように、ボイスレコーダーを使いこなしたり
と、他の方法を取り入れる工夫をすることができます。 
 
 ここに示したのはあくまで一例であって、どんな能力に障害があるか、どの程度なの
かは人によってさまざまです。子どもにも大人にもこれらの特徴をもつ人がいます。 
 発達障害は障害の困難さも目立ちますが、本人の中に得意な部分と苦手な部分がある
ことがほとんどで、周りから見てアンバランスな様子が理解されにくい障害です。本人
も困っていることが多いのですが、周囲の人からすると特徴が分かりにくく、誤解され
てしまっていることもまだまだあります。 

近年調査では、発達障害の特徴を持つ人は、稀な存在ではなく、身近にいることが分
かってきました。 

発達障害の原因はまだよく分かっていませんが、現在では脳機能の障害と考えられて
いて、小さい頃からその症状が現れています。 
 早い時期から周囲の理解が得られ、その人なりの社会適応を目指した支援や環境の調
整が行われることが大切です。 
 
３頁おわり。４頁へつづく 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
を

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
紹
介
し
ま
す

　

本
年
３
月
発
行
の
「
障
害
者
福
祉
情

報
１
４
２
号
」
で
、
平
成
28
年
４
月
１

日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
障
害
者
雇
用
促

進
法
の
概
要
と
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま

し
た
。
今
号
で
は
、
さ
ら
に
同
法
の
理

解
を
深
め
る
た
め
、Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
紹

介
し
ま
す
。

［
対
象
と
な
る
障
害
者
の
確
認
方
法
］

Ｑ
１

　

本
人
か
ら
障
害
者
で
あ
る
旨
の
申
出

が
あ
っ
た
が
、
障
害
者
か
ど
う
か
分
か

ら
な
い
場
合
、
ど
の
よ
う
な
確
認
方
法

が
考
え
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ
１

　

①
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
障

害
者
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
手
帳
に
よ

り
確
認
い
た
だ
き
ま
す
。

　

②
法
律
に
基
づ
く
受
給
者
証
ま
た
は

医
療
受
給
者
証
を
所
持
し
て
い
る
障
害

者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
提
示
に
よ

り
確
認
い
た
だ
き
ま
す
。

　

③　

①
②
以
外
の
方
で
、
統
合
失
調

症
、
躁
う
つ
病
、
て
ん
か
ん
を
お
持
ち

の
方
、
発
達
障
害
を
お
持
ち
の
方
、
高

次
脳
機
能
障
害
を
お
持

ち
の
方
な
ど
に
つ
い
て

は
、
本
人
の
了
解
を
得

た
上
で
、
医
師
の
診
断

書
又
は
意
見
書
に
よ
り
確
認
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
障
害
の
把
握
・
確
認
に

当
た
っ
て
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

と
の
関
係
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

［
障
害
者
差
別
禁
止
の
基
本
的
な
考
え

方
①
］

Ｑ
２

　

禁
止
さ
れ
る
差
別
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
？

Ａ
２

　

雇
用
分
野
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
局
面

（
募
集
及
び
採
用
、賃
金
、配
置
、昇
進
、

降
格
、
教
育
訓
練
、
福
利
厚
生
、
職
種

の
変
更
、
雇
用
形
態
の
変
更
、
退
職
の

勧
奨
、
定
年
、
解
雇
等
）
に
お
い
て
、
障

害
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
排

除
す
る
こ
と
、
不
利
な
条
件
を
付
す
こ

と
、
障
害
者
で
な
い
者
を
優
先
す
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

◆
発
達
障
害
の
相
談
窓
口

�

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

各
都
道
府
県
や
政
令
市
な
ど
に
、
発

達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
全
国
に
70
箇
所
あ
り
ま
す
。

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、　

①
発
達
障
害
の
特
性
理
解
や
具
体
的
な

工
夫
の
仕
方
や
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、

発
達
障
害
や
発
達
障
害
の
疑
い
の
あ
る

人
や
家
族
か
ら
の
相
談
、
②
発
達
障
害

に
関
わ
る
支
援
者
か
ら
の
相
談
、
③
研

修
会
や
講
演
会
を
開
催
と
い
う
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
の
特
性
と
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
支
援
を
提
供
す
る

た
め
に
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
、
教
育
及

び
労
働
等
の
各
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
ま
す
。

　

福
岡
県
内
の
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
福
岡
県
北
部
に
お
住
ま
い
の
方
】

○�

福
岡
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
う
・
も
あ
」

〒
８
２
５
－
０
０
０
４

田
川
市
夏
吉
４
２
０
５
－
７

℡
０
９
４
７
－
４
６
－
９
５
０
５

【
福
岡
県
南
部
に
お
住
ま
い
の
方
】

○�

福
岡
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

「
あ
お
ぞ
ら
」

〒
８
３
４
－
０
１
２
２

八
女
郡
広
川
町
一
條
１
３
６
１
－
２

℡
０
９
４
２
－
５
２
－
３
４
５
５

【
北
九
州
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
】

○�

北
九
州
市
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
「
つ
ば
さ
」

〒
８
０
２
－
０
８
３
３

北
九
州
市
小
倉
南
区
春
ヶ
丘
10
－
２

北
九
州
市
立
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
内

℡
０
９
３
－
９
２
２
－
５
５
２
３

【
福
岡
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
】

○�

福
岡
市
発
達
障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
」

〒
８
１
０
－
０
０
６
５

福
岡
市
中
央
区
地
行
浜
２
－
１
－
６

福
岡
市
発
達
教
育
セ
ン
タ
ー
内

℡
０
９
２
－
８
４
５
－
０
０
４
０

引
用
：
発
達
障
害
情
報
・
支
援
セ
ン

タ
ー
Ｈ
Ｐ
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
発
達

障
害
の
理
解
の
た
め
に
」
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タイトル：改正障害者雇用促進法をＱ＆Ａ形式で紹介します 
 
本文：本年３月発行の「障害者福祉情報１４２号」で、平成２８年４月１日に施行され
た改正障害者雇用促進法の概要とポイントを解説しました。こんごうでは、さらに同法
の理解を深めるため、Ｑ＆Ａ形式で紹介します。 
 
［対象となる障害者の確認方法］ 
Ｑ１ 
 本人から障害者である旨の申出があったが、障害者かどうか分からない場合、どのよ
うな確認方法が考えられますか？ 
 
Ａ１ 

①障害者手帳を所持している障害者については、障害者手帳により確認いただきます。 
 ②法律に基づく受給者証または医療受給者証を所持している障害者については、これ
らの提示により確認いただきます。 

③①②以外のかたで、統合失調症、躁うつ病、てんかんをお持ちのかた、発達障害を
お持ちのかた、高次脳機能障害をお持ちの方などについては、本人の了解を得た上で、
医師の診断書又は意見書により確認いただきます。なお、障害の把握・確認に当たって
は、個人のプライバシーとの関係に十分注意する必要があります。 
 
［障害者差別禁止の基本的な考え方①］ 
Ｑ２ 
 禁止される差別はどのようなものですか？ 
 
Ａ２ 
 雇用分野におけるあらゆる局面（募集及び採用、賃金、配置、昇進、降格、教育訓練、
福利厚生、職種の変更、雇用形態の変更、退職の勧奨、定年、解雇等）において、障害
者であることを理由として、排除すること、不利な条件を付すこと、障害者でない者を
優先することは禁止されます。 
 
 
４頁おわり。５頁へ続く 
 
 
 

４頁 
◆発達障害の相談窓口 
    発達障害者支援センター 
 各都道府県や政令市などに、発達障害者支援センターが設置されており、全国に７０
箇所あります。発達障害者支援センターでは、 

①発達障害の特性理解や具体的な工夫の仕方や関わり方について、発達障害や発達
障害の疑いのある人や家族からの相談、②発達障害に関わる支援者からの相談、③
研修会や講演会を開催という事業を行っています。 

 また、障害の特性とライフステージに合わせた支援を提供するために、医療、保健、
福祉、教育及び労働等の各関係機関と連携を図ります。 
 福岡県内の発達障害者支援センターは次のとおりです。 
【福岡県北部にお住まいのかた】 
福岡県発達障害者支援センター「ゆう・もあ」 
〒８２５・０００４ 
田川市なつよし４２０５の７ 
電話番号 ０９４７・４６・９５０５ 
【福岡県南部にお住まいのかた】 
福岡県発達障害者支援センター「あおぞら」 
〒８３４・０１２２ 
八女郡広川まちいちじょう１３６１の２ 
電話番号 ０９４２・５２・３４５５ 
 
【北九州市内にお住まいのかた】 
北九州市発達障害者支援センター「つばさ」 
〒８０２・０８３３ 
北九州市小倉南区はるがおか１０の２北九州市立総合療育センター内 
電話番号 ０９３・９２２・５５２３ 
 
【福岡市内にお住いのかた】 
福岡市発達障害者支援センター「ゆうゆうセンター」 
〒８１０・００６５ 
福岡市中央区じぎょうはま２の１の６福岡市発達教育センター内 
電話番号 ０９２・８４５・００４０ 
引用：発達障害情報・支援センターホームページ及びパンフレット「発達障害の理解のために」 
 
次のＳＰコードへ続く 
 



障
害
者
施
設
で
衝
撃
的
な
事
件

が
発
生
。「
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
」が
緊
急
声
明
を
発
表
。

　

神
奈
川
県
相
模
原
市
の
障
害
者
施
設

に
刃
物
を
持
っ
た
男
が
侵
入
し
て
、
入

所
者
な
ど
が
刺
さ
れ
て
死
亡
し
た
事
件

を
受
け
て
、
知
的
障
害
の
あ
る
人
と
家

族
で
つ
く
る
「
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
連
合
会
」
が
緊
急
声
明
を
出
さ
れ
ま

し
た
。
障
害
の
あ
る
人
に
向
け
て
の
声

明
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

７
月
26
日
に
、神
奈
川
県
に
あ
る「
津

久
井
や
ま
ゆ
り
園
」
と
い
う
施
設
で
、

障
害
の
あ
る
人
た
ち
19
人
が
殺
さ
れ
る

事
件
が
起
き
ま
し
た
。
容
疑
者
と
し
て

逮
捕
さ
れ
た
の
は
、
施
設
で
働
い
て
い

た
男
性
で
し
た
。
亡
く
な
っ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
ご
家
族
に
は
お
悔
み
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
け
が
を
さ
れ
た
方
々
が
一

日
で
も
早
く
回
復
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

容
疑
者
は
、
自
分
で
助
け
を
呼
べ
な

い
人
た
ち
を
次
々
に
お
そ
い
、傷
つ
け
、

命
を
う
ば
い
ま
し
た
。と
て
も
残
酷
で
、

決
し
て
許
せ
ま
せ
ん
。
亡
く
な
っ
た
人

た
ち
の
こ
と
を
思
う
と
、
と
て
も
悲
し

く
、
悔
し
い
思
い
で
す
。

　

容
疑
者
は
「
障
害
者
は
い
な
く
な
れ

ば
い
い
」
と
話
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
そ
の
こ
と
で
不

安
に
感
じ
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
身
近
な
人

に
不
安
な
気
持
ち
を
話
し
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
の
家
族
や
友
達
、
仕
事
の
仲

間
、
支
援
者
は
、
き
っ
と
話
を
聞
い
て

く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
も
と
同
じ

よ
う
に
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
不

安
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
生
活
の
し
か
た

を
変
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
私
た

ち
は
一
人
ひ
と
り
が
大
切
な
存
在
で

す
。
障
害
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
誰

か
に
傷
つ
け
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
は
、

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
誰
か
が

「
障
害
者
は
い
な
く
な
れ
ば
い
い
」
な

ん
て
言
っ
て
も
、
私
た
ち
家
族
は
全
力

で
み
な
さ
ん
の
こ
と
を
守
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
安
心
し
て
、
堂
々
と
生
き
て

く
だ
さ
い
。

［
障
害
者
差
別
禁
止
の
基
本
的
な
考
え

方
②
］

Ｑ
３

　

障
害
者
間
の
異
な
る
取
扱
い
（
例
え

ば
、
身
体
障
害
者
と
知
的
障
害
者
と
で

異
な
る
取
扱
い
と
す
る
こ
と
等
）
は
禁

止
さ
れ
る
差
別
に
該
当
し
ま
す
か
？

Ａ
３

　

禁
止
さ
れ
る
差
別
は
障
害
者
と
障
害

者
で
な
い
者
の
不
当
な
差
別
的
取
扱
い

で
あ
り
、
障
害
者
間
の
異
な
る
取
扱
い

は
禁
止
さ
れ
る
差
別
に
該
当
し
ま
せ

ん
。　
　

　

し
た
が
っ
て
、
労
働
者
の
募
集
・
雇

用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
象
か
ら
単
に

障
害
者
を
排
除
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
特

定
の
障
害
種
別
の
障
害
者
を
排
除
す
る

こ
と
に
つ
い
て
も
法
が
禁
止
す
る
差
別

に
該
当
し
ま
す
が
、
障
害
者
の
み
を
対

象
と
し
て
労
働
者
を
募
集
・
採
用
す
る

場
合
に
お
い
て
障
害
種
別
を
限
定
し
て

募
集
を
行
う
こ
と
は
、
法
が
禁
止
す
る

差
別
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

［
募
集
及
び
採
用
］

Ｑ
４

　

特
例
子
会
社
を
設
置
し
て
い
る
場
合

に
、
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
求

人
に
お
い
て
、
親
会
社
へ
の
応
募
は
受

付
け
ず
、
特
例
子
会
社
の
応
募
の
み
受

付
け
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
？

Ａ
４

　

障
害
者
に
つ
い
て
、
親
会
社
へ
の
応

募
を
受
付
け
な
い
こ
と
は
、
単
に
障
害

者
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
障
害
者
の

応
募
を
拒
否
す
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、

障
害
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
差

別
に
該
当
し
、
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
の
Ｑ
＆
Ａ
に
つ
い
て
は
、
厚

生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
で
確
認
く
だ
さ
い
。
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タイトル：障害者施設で衝撃的な事件が発生。「全国てをつなぐ育成会」が緊急声明を発表。 
本文：神奈川県相模原市の障害者施設に刃物を持った男が侵入して、入所者などが刺されて

死亡した事件を受けて、知的障害のある人と家族でつくる「全国てをつなぐ育成会連合会」が
緊急声明を出されました。障害のある人に向けての声明をご紹介します。 

 
７月２６日に、神奈川県にある「津久井やまゆり園」という施設で、障害のある人たち１９

人が殺される事件が起きました。容疑者として逮捕されたのは、施設で働いていた男性でした。
亡くなった方々のご冥福をお祈りするとともに、そのご家族にはお悔み申し上げます。また、
けがをされた方々が一日でも早く回復されることを願っています。 

容疑者は、自分で助けを呼べない人たちを次々におそい、傷つけ、命をうばいました。とて
も残酷で、決して許せません。亡くなった人たちのことを思うと、とても悲しく、悔しい思い
です。 

容疑者は「障害者はいなくなればいい」と話していたそうです。みなさんの中には、そのこ
とで不安に感じる人もたくさんいると思います。そんなときは、身近な人に不安な気持ちを話
しましょう。みなさんの家族や友達、仕事の仲間、支援者は、きっと話を聞いてくれます。そ
して、いつもと同じように毎日を過ごしましょう。不安だからといって、生活のしかたを変え
る必要はありません。 

障害のある人もない人も、私たちは一人ひとりが大切な存在です。障害があるからといって
誰かに傷つけられたりすることは、あってはなりません。もし誰かが「障害者はいなくなれば
いい」なんて言っても、私たち家族は全力でみなさんのことを守ります。ですから、安心して、
堂々と生きてください。 

 
５頁おわり。６頁へつづく

５頁 
 
［障害者差別禁止の基本的な考え方②］ 
Ｑ３ 
 障害者間の異なる取扱い（例えば、身体障害者と知的障害者とで異なる取扱いとすること等）
わ禁止される差別に該当しますか？ 
Ａ３ 
 禁止される差別は障害者と障害者でない者の不当な差別的取扱いであり、障害者間の異なる
取扱は禁止される差別に該当しません。   
したがって、労働者の募集・雇用については、その対象から単に障害者を排除することのほ

か、特定の障害種別の障害者を排除することについても法が禁止する差別に該当しますが、障
害者のみを対象として労働者を募集・採用する場合において障害種別を限定して募集を行うこ
とは、法が禁止する差別に該当しません。 
 

［募集及び採用］ 
Ｑ４ 
 特例子会社を設置している場合に、障害者については、一般の求人において、親会社への応
募は受付けず、特例子会社の応募のみ受け付けることは可能ですか？ 
Ａ４ 
 障害者について、親会社への応募を受付けないことは、単に障害者だからという理由で、障
害者の応募を拒否することに他ならず、障害者であることを理由とする差別に該当し、禁止さ
れます 
 
 その他のＱ＆Ａについては、厚生労働省ホームページで確認ください。 
 
次のＳＰコードへつづく 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



お知らせ

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

　

企
業
の
雇
用
意
欲
の
増
大
と
障
害
者

の
就
労
意
欲
の
高
ま
り
に
よ
り
、
着
実

に
雇
用
障
害
者
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
福
岡
県
内
に
お
け
る
障
害

者
の
雇
用
率
は
、
法
定
雇
用
率
を
下

回
っ
て
お
り
、
障
害
者
を
取
り
巻
く
雇

用
情
勢
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

今
般
、
障
害
者
の
雇
用
促
進
及
び
就

業
機
会
の
確
保
を
目
的
と
し
た
面
談
会

が
、
県
内
各
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

企
業
と
障
害
者
が
直
接
面
談
で
き
る
貴

重
な
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
。

第
36
回
と
き
め
き
ス
ポ
ー
ツ
大
会

競
技
種
目

・
陸
上
競
技

・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技

・
卓
球
競
技

・
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

対
象
者

県
内
在
住（
政
令
市
は
除
く
）で
４
月
１

日
現
在
13
歳
以
上
の
知
的
障
害
児
・
者

開
催
日

平
成
28
年
9
月
10
日
（
土
）

会
場

・
久
留
米
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

・
久
留
米
市
み
づ
ま
総
合
体
育
館

・
ユ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
久
留
米

お
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
０
９
２
－
５
８
２
－
５
２
２
３

※
競
技
種
目
へ
の
参
加
申
込
み
は
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
ぜ
ひ
、
応
援
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

期　　日 会　　場 開催日時

福 岡 会 場 ９/20（火） 福岡国際会議場
福岡市博多区石城町2-1

受付12：30～ 14：30
面談13：00～ 16：00

南 部 会 場 ９/23（金） 久留米リサーチセンタービル
久留米市百年公園1-1

受付12：30～ 15：00
面談13：10～ 16：00

筑 豊 会 場 10/14（金） のがみプレジデントホテル
飯塚市新立岩12-37

受付13：00～ 14：30
面談13：30～ 16：00

北九州会場 10/18（火） 西日本総合展示場新館AIMビル3階
北九州市小倉北区浅野3-8-1

受付12：30～ 15：00
面談13：00～ 16：00
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第３６回ときめきスポーツ大会 
 
競技種目 
・陸上競技 
・フライングディスク競技 
・卓球競技 
・ボウリング競技 
 
対象者 
県内在住（政令市は除く）で 
４月１日現在１３歳以上の 
知的障害児・しゃ 
  
開催日 
平成２８年 9月１０日（土） 
 
会場 
・久留米総合スポーツセンター 
・久留米市みづま総合体育館 
・ユーズボウル久留米 
 
お問い合わせ先 
福岡県障害者スポーツ協会 
電話番号 ０９２‐５８２‐５２２３ 
 
※競技種目への参加申込は終了しております。当日はぜひ、応援にお越しください。 
 
６頁おわり。７頁へつづく 
 
 

６頁 
 
タイトル： お知らせ 
本文：障害者雇用促進面談会 
企業の雇用意欲の増大と障害者の就労意欲の高まりにより、着実に雇用障害者は増加し

ています。しかし、福岡県内における障害者の雇用率は、法定雇用率を下回っており、障
害者を取り巻く雇用情勢は厳しい状況が続いています。 
今般、障害者の雇用促進及び就業機会の確保を目的とした面談会が、県内各地区で開催さ
れます。企業と障害者が直接面談できる貴重な 
機会です。ぜひ、ご参加ください 
お問い合わせは最寄りのハローワークへ。 

  
【福岡会場】  
期日 9/20（火）  
会場 福岡国際会議場 福岡市博多区せきじょうまち 2の 1  
開催日時 受付 12:30～14:30 面談 13:00～16:00 
 
【南部会場】  
期日 9/23（金）  
会場 久留米リサーチセンタービル 久留米市百年公園 1の 1  
開催日時 受付 12:30～15:00 面談 13:10～16:00 
 
【筑豊会場】  
期日 10/14（金）  
会場 のがみプレジデントホテル 飯塚市しんたていわ 12の 37  
開催日時 受付 13:00～14:30 面談 13:30～16:00 
 
【北九州会場】  
期日 10/18（火）  
会場 西日本総合展示場新館 AIM ビル 3階 北九州市小倉北区浅野 3の 8の 1  
開催日時 受付 1２:30～15:00 面談 13:00～16:00 
 
次のＳＰコードへつづく 
 
 
 



「そのとき、被災障害者は…」
東北関東大震災障害者救援本部・
いのちのことば社　編
出版：いのちのことば社

　一人でも多くの方に伝えたい…。3.11に何が
起こっていたのかを―。東日本大震災で被災し
た障害者が語る「いかに生き延びたか」。そして、
支援者が提言する「なにが求められるのか」。
　本書からは、障害者たちの避難の実態と試行
錯誤の支援の様子が鮮明に伝わってきます。

「宿題なんかこわくない
－発達障害児の学習支援－」

塚本　章人　著
出版：かもがわ出版

　子どもにはそれぞれに発達的な偏りがあり、
その傾向によって「困り」が生じます。その原因
と対策を知れば、多くの子どもにも当てはまり
応用できることがあります。勉強が子どものス
トレスでなく、楽しいものにするために、わが子
にあった方法を手に入れてください。

「障害のある人とそのきょうだいの物語
青年期のホンネ」

　障害のある兄弟姉妹をもつきょうだい。日本福
祉大学で学ぶきょうだいたちが集まり語り合っ

た、自分の気持ち、兄弟姉妹や親へ
の思いとは。過去を客観的にふり返
り、将来と真摯に向きあう14人の本
音からきょうだいへの支援、家族支
援の多様性や重要性を提起します。

「『生き場』をなくした人たち　
－罪を犯した障害者の生きにくさに向き合う－」

赤平　守　編著
出版：やどかり出版

●利 用 時 間 ９：００～１７：００
●休 館 日 月曜日（祝日の場合は翌日・第４月曜日は除く）
●貸 　 　 出 図書・ビデオ・DVD　合計１０点まで

※貸出の際は、クローバープラザ利用者カードが必要です。
※遠方の方や外出が困難な方のために配送での貸出返却も行っています。（送料実費負担）

●貸 出 期 間 ２週間以内
●問い合わせ先 福祉情報センター　〒８１６－０８０４　春日市原町３丁目１番地７

☎　０９２－５８４－３３３０　　FAX　０９２－５８４－３３１９

福祉情報センターでは、福祉に関する
図書・ビデオの閲覧・貸出を行っています。

　刑務所しか「生きる場」がない障害者がいかに
多いか－。支援者の誰もが「障害があることに早
い段階で気づき、適切な支援がなされていたら、
犯罪に関わらずにすんだ」と強調します。障害と
どう向き合うかについて、パイオニア的な活動を
展開した方々の思い、貴重な声が満載。

近藤直子・田倉さやか・
日本福祉大学きょうだいの会　編
出版：クリエイツかもがわ
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７頁  
ほんだな 
 
福祉情報センターでは、福祉に関する図書・雑誌・ビデオの貸し出しを行っています。ぜ
ひご利用ください。 
利用時間は、９時から１７時まで、月曜日は休館日です。月曜日が祝日の場合は、翌日が
休館日となります。第よん月曜日は開館しています。 
貸出は、図書・ビデオ 合計１０点まで。２週間以内の返却をお願いします。 
遠方のかたや外出が困難なかたのために、配送での貸出、返却も行っております。 
 
お問い合わせは、福祉情報センター 電話番号 092-584-3330 までご連絡ください。 
 
こん号では、福祉情報センターにある４冊の図書を紹介します。 
 
１冊目 
 
「そのとき、被災障害者は…」 
東北関東大震災障害者救援本部・ 
いのちのことば社 編 
出版：いのちのことば社 

 
一人でも多くのかたに伝えたい…。3.11 に何が起こっていたのかを。東日本大震災で被

災した障害者が語る「いかに生き延びたか」。そして、支援者が提言する「なにが求められ
るのか」。 
本書からは、障害者たちの避難の実態と試行錯誤の支援の様子が鮮明に伝わってきます。 

 
２冊目 

 
「宿題なんかこわくない 発達障害児の学習支援 」 
塚本 章人 著 
出版：かもがわ出版 

 
 子どもにはそれぞれに発達的な偏りがあり、その傾向によって「困り」が生じます。そ
の原因と対策を知れば、多くの子どもにも当てはまり応用できることがあります。勉強が
子どものストレスでなく、楽しいものにするために、わが子にあった方法を手に入れてく
ださい。 
 
次のＳＰコードへつづく。 

７頁  
 
３冊目 
「障害のある人とそのきょうだいの物語 
             青年期のホンネ」 
近藤直子・田倉さやか・ 
日本福祉大学きょうだいの会 編 
出版：クリエイツかもがわ 

 
障害のある兄弟姉妹をもつきょうだい。日本福祉大学で学ぶきょうだいたちが集まり語

り合った、自分の気持ち、兄弟姉妹や親への思いとは。過去を客観的にふり返り、将来と
真摯に向きあう 14人の本音からきょうだいえの支援、家族支援の多様性や重要性を提起し
ます。 
 
４冊目 
 「『いきば』をなくした人たち 罪を犯した障害者の生きにくさに向き合う 」 
赤平 守 編著 
出版：やどかり出版 

 
刑務所しか「生きる場」がない障害者がいかに多いか。支援者の誰もが「障害があるこ

とに早い段階で気づき、適切な支援がなされていたら、犯罪に関わらずにすんだ」と強調
します。障害とどう向き合うかについて、パイオニア的な活動を展開した方々の重い、貴
重な声が満載。 
 
 
７頁おわり。８頁へつづく 



★障害者福祉制度・施策を満載 
１ 手帳制度              ８ 就労 
２ 保健・医療・衛生          ９ まちづくり・ボランティア 
３ 日常生活援助           １０ 住宅 
４ 教育・育成            １１ 移動・交通 
５ 療育・訓練            １２ 教養・余暇・スポーツ 
６ 年金・手当            １３ 情報・通信・コミュニケーション 
７ 税金 

★施設名簿、地域活動支援センター・共同作業所の活動内容等を掲載

★県内における障害福祉サービスの利用状況を掲載 

 
  
 
 

 
 

発行 福岡県社会福祉協議会（福岡県福祉情報センター） 
価格 １部 １，３００円（税込） A４版 ４３４頁 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    購入を希望の際は、下記窓口にお越しください。送付をご希望の場合は、下記申込書に必要事 

項を記入のうえ、ＦＡＸまたは郵送でお申込みください（送料はご負担願います）。 
     

障害者福祉情報ハンドブック２０１6 申込書 
申込部数      部 ×１，３００円 ＋ 送料※ が 御請求額になります。 

氏名・団体名  担当者名  
送付先 〒 
TEL  FAX  
備考  

※ 送料：１０部まで ４７５円（九州内）、１１部以上 ５１８円（九州内） 
  

★県内全市町村の実施する地域生活支援事業を網羅 
 ・ 相談支援事業            ・ 移動支援事業 
 ・ 意思疎通支援事業          ・ 地域活動支援センター機能強化事業 
 ・ 日常生活用具給付等事業       ・ その他の事業 

【購入窓口・申込先】 
 福岡県社会福祉協議会 県民サービス部 人材・情報課 

  〒816-0804 春日市原町３－１－７ クローバープラザ東棟２階 
  ＴＥＬ ０９２－５８４－３３３０ ＦＡＸ ０９２－５８４－３３１９ 
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８頁  
 
タイトル：福岡県障害者福祉情報ハンドブック２０１６発行のご案内 
本文：福岡県社会福祉協議会（福岡県福祉情報センター）では、障害者福祉制度・施策や県内市町
村の実施する地域生活支援事業、施設名簿等をとりまとめたハンドブックを発行しました。 
 ハンドブックは、Ａ４判３９２頁で、税込１部１，３００円で販売しています。 
 購入をご希望のかたは、窓口にお越しいただくか、申込書に（申込部数・氏名・送付さき住所・
電話・ファックス）をご記入のうえ、ファックスまたは郵送でお申込みください。 
  送料は、九州内であれば、１０部まで４７５円です。 
 １１部以上や、九州外の送料は窓口にお問い合わせください。 
 
 申込・問合せ先 
  福岡県社会福祉協議会 県民サービス部 人材・情報課 
  〒８１６－０８０４ 
  春日市原町３の１の７ クローバープラザ東とう２階 
  電話番号 ０９２・５８４・３３３０ 
  ファックス ０９２－５８４・３３１９ 
  
８頁おわり。 


